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プロの将棋棋士の羽生義治氏が、1996年に史上初の竜王・名人以下の七大タイトルを独

占していた光輝く業績を挙げていた将棋界は、今や、吹けば飛ぶような状況になりつつあ

った。そこに、史上最年少の 14歳で、プロ棋士となり、デビューして以来、公式戦で歴代

最多の 29連勝をしたという記事が号外を含めて、平成 29年 6月 27日火曜日の国内すべて

のスポーツ紙は言うに及ばず、日本経済新聞、読売新聞、北海道新聞など有力紙が挙って

一面を飾った。まるで、台風のように、日本全土に、将棋界への追い風が強く吹き荒れて

いる。その中学生の名前は、今や日本国内で知らない人はいない「藤井聡太」4段である。

藤井君は、名古屋大学教育学部付属中高一貫校在学の中学 3年生だ。得意科目は数学だそ

うで、トップクラスの成績とのことである。ということは、会員の先生方ともよく似てい

るので、先生方の中には、学生時代に囲碁や将棋が趣味で、当時は、腕を鳴らした覚えが

ある方もいるだろう。言うまでもなく、将棋は 2人で行い、相手の手筋を先読みして、持

ち駒を駆使して王を取る競技である。古来、将棋の腕を上げるための手段は、有力棋士の

手筋を研究したり、詰将棋をして経験を積むに尽きるだろう。藤井四段は、8歳にして、プ

ロも参加する詰将棋解答選手権チャンピオン戦に初参加すると、その 4年後の小学校 6年

生になった頃、史上初の「小学生による優勝」を成し遂げ、3年連続優勝してきた強者であ

る。 

 ところで、欧米企業が、AI（人工知能）ソフトの「アルファ碁」を開発し、昨年、世界

トップクラスのプロ棋士と対戦して、勝利したニュースが世界を駆け巡ったことを御存知

であろうか。そのソフトは、今までの世界トッププロの指し手のデータを大量にコンピュ

ーターに学習させ、相手の特徴から自動的にルールやパターンを導出するディープランニ

ング（深層学習）技術なるものを駆使して、コンピューター自身に囲碁をさせるというも

のだ。AIとは、今から 60年前にアメリカの計算機科学者で、認知科学者のジョン・マッカ

ーシーにより、初めて提唱され、数理論理学を使って、知識を表現することに成功したと

言われ、以後、この方面の学者たちにより、色々と変遷をたどった。そして、脳神経細胞

を模してニューロンやシナプスをモデル化したニューラルネットワークという技術にまで

高められ、今日では、情報処理の中枢を担っている。当然、この技術は将棋の世界にも応

用されていて、ソニーのプレイステーションに代表されるような家庭用ゲーム機のソフト

を販売する国内メーカーやゲームクリエーター達が挙って将棋ソフトを開発していて、2年

前に、竜王、名人戦に代表される 7大タイトル戦に加え、正式な 8番目のトーナメントの

叡王戦が発足した。これに優勝した棋士が、そのゲームソフトと対戦する電王戦で、昨年

は、日本のトップクラスの棋士が惨敗するくらいのレベルに、知的ゲームソフトを作り上

げてきているのが実情のようだ。藤井四段も、昨年ぐらいより、このゲームソフトの繰り



出す手を研究しているという。この AI、実は、ほかの分野にも使われている。例えば、自

動車で、まだ初期の段階だが、車の自動追従や自動ブレーキに代表される自動運転システ

ムは、車に搭載されているカメラや各種センサー、半導体に AIソフトウェアを介して、走

る、曲がる、止まるという車の操縦に関わる認知、判断、制御の機能を進化させようとす

る技術である。また、アメリカ製の I-ロボット、自動掃除機のルンバも、その一例であろう。

一方、医療分野でも、AI技術が浸透しつつある。例えば、病気の診断に欠かせない画像診

断においては、なんと言っても放射線科医師が御専門であるが、典型的な CTやMRI画像

であれば、他科の医師でも容易に診断は可能である。しかし、病変の微妙なグレーゾーン

の画像、特に悪性所見の有無の判断は、患者の生死に係わる重大な問題となる。経験豊か

な放射線科医師の手掛けた過去の膨大な診断画像を AIに取り込ませ、人が行なう診断能力

を高めようとする試みである。今や、医師のエラーレートを下回るところまで来ているそ

うだ。『着眼大局・着手小局』第二次世界大戦前後に活躍したプロ棋士の升田幸三氏が、好

んで色紙などに書いた言葉である。実は、私が小学生の時に、父親が桝田棋士に直接書い

て頂いた色紙をもらったことがある。その言葉は、「視野を広く、盤面の隅々に遠く対局を

眺め、行動においては、一手一手、身近な小さいことを着実に行なう」という意味が込め

られ、日常の行動にも全く当てはまりそうな金言であるが、まさに将棋の極意である。こ

の大局とは、プロ棋士が、対局の持ち時間を使って、100手以上も先読みして次なる一手を

指すことに他ならないのであるが、先読みを短時間に 1000手以上もできる AIソフトを使

えば、「アルファ碁」で起こしたことを将棋の世界にも起こせるということである。歴代最

高の 97期のタイトルを保持している羽生善治王座は、AIの現状に精通していて、東京大学

工学部の松尾豊准教授との間で、AIが及ぼす現実社会への変化とその未来について対談し

ている。確かに AIソフトは、過去のプロの対局の膨大なデータベースから複雑な局面での

優劣を見極め、形勢を局面ごとに数値化するまでに至っているのは目を見張るものはある。

盤面全体を見渡して、究極の一手を繰り出しているかのようだ。しかし、現実には、デー

タの元となった対局は機械がやったものではない。集中力や冷静さなど感情要素が当然入

るわけで、過去の有力棋士の有限の情報処理能力しかない AIには、人間世界の無限の突発

的な現実の問題には対応できずに劇的な終局を迎えることもある。これを、AI研究におけ

る最大の難関で、フレーム問題というそうだ。つい先頃、プロ棋士を引退し、藤井四段の

連勝の初戦で対局した加藤一二三九段は、藤井四段の登場するまでは、1954年、14歳 7か

月と史上最年少でプロ棋士デビューしたわけで、この AI時代が、この新旧交代劇を演出し

たのかもしれない。この 2人に加え、羽生王座や渡辺明竜王は 15歳で、また史上最年少の

21歳で名人位となった谷川浩司九段前日本将棋連盟会長は 14歳 8カ月でプロ棋士の四段

に昇格したわけで、過去のいずれの中学生棋士は、AIの力を借りずとも、日本の将棋界に

偉大な業績を上げていることは紛れもない事実であろう。いずれは、藤井四段の連勝は途

切れることになるであろうが、今後の日本の将棋界を大いに盛り上げていくことは間違い

なく、将棋ファンならずとも、この AI時代の申し子の将棋には、目が離せなくなるだろう。 
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